A case of retroperitoneal ancient schwannoma in the pelvis by 仲野, 正博 et al.
Title骨盤内後腹膜Ancient schwannomaの1例
Author(s)仲野, 正博; 三輪, 好生; 蟹本, 雄右








骨 盤 内後 腹 膜Ancientschwannomaの1例
掛川市立総合病院泌尿器科(部長:蟹本雄右)
仲野 正博*,三輪 好生,蟹 本 雄右
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   We treated a case of retroperitoneal ncient schwannoma in the pelvis detected incidentally at a 
health examination without clinical manifestation i  a 59-year-old Japanese man found to have 
hypertension. Computed tomography showed a heterogeneously enhanced 8X 7 cm solid mass in the 
pelvic retroperitoneal space. Magnetic resonance imaging revealed an encapsulated tumor, showing a 
low intensity on the  T1-weighted image, heterogeneously high intensity on the T2-weighted image and 
the tumor homogeneously enhanced with Gd-DTPA. It was suspected to be a mesenchymal tumor. 
The tumor was resected en bloc. The histologic examination of the extirpated tumor was an ancient 
schwannoma. A total of 11 retroperitoneal ncient schwannoma cases were reviewed. 
                                            (Acta Urol. Jpn.  47: 473-476, 2001)
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緒 言
Schwannomaは頭頸部 や 四肢 に多 く発生 し,後 腹
膜発生例 は稀 とされて きたが,本 邦 では既に300例を
越 える報告が ある1・2)後腹膜発生schwannomaは,
腹痛 や腹 部腫瘤 な どの隣接 臓器 に対す る圧迫症 状 を
きっかけに発見 される場合が多 くみ られたが,近 年,
画像診 断の発達 と共に,検 診や他疾患 の精査 中などに
偶然発見 され る症例 の報告 が増 加 して きてい る1'2)






既往歴:数 年前 よ り高血圧 を指摘 されて いたが放
置.
家族歴:特 記すべ きことな し
現病歴:2000年2月の検診 にて高血圧 を指摘 され,
当 院内科受診.高 血圧 精査 中 に行 ったCT検 査 にて
偶 然,骨 盤 内 に腫 瘤が認 め られた ため,当 科紹介 受
診.精 査 目的で2000年3月15日入院 した.
入 院 時現症:身 長161.5cm,体重57.9kg,血圧
146/103mmHg,脈拍66/min(整),胸部聴 診所見,
*現:岐 阜大学医学部泌尿器科学教室
腹部所見な ど,理 学的所見 に異常 は認 めなかった.
入 院時検査成績:末 梢血,一 般検査 に異常所見は認
めな かった.内 分 泌学的検査 に も異常 は認 め なか っ
た.
画 像所 見:腹 部超 音 波検 査 所 見 で は,骨 盤 内 に
heterogeneoushypoechoiclesionを認 めた.CTで は
骨盤腔 やや右側 に直径約7cmの 内部densityが軽 度
不均 一な腫瘍 を認め た.DynamicCTでは動脈相 早
期 よ り不均一 に造影 された.ま た,腫 瘍 は右前仙骨孔
の一 部 に接 してい た(Fig.1).MRIでは,腫 瘍 は
Tlで低信号,T2で は軽度不均一 な高信号 を示 した.
また,ガ ドリニ ウムenhanceでは比 較的均 一にcn-
hanceされた(Fig.2).DynamicMRIでは,早 期
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Fig. 1. Dynamic computed tomography dem-
       onstrates a slightly enhancing, hetero-
      geneous solid mass in the pelvis 















右 内腸骨動 脈は腫瘍の右側 に,正 中仙骨動脈 は腫瘍の
左 側 に円弧状 に蛇 行 し,encasementははっ き りせ
ず,こ の2本 の動 脈 の分 枝 は腫 瘍 に分布 して い た
(Fig.4).
治療 経 過:以 上 の所 見 か ら,schwannoma,leio-
myoma,sarcomaなどの間葉系腫瘍 を疑 い,2000年
4月27日,下腹部正 中切開で腫瘍摘除術 を行 った.腫
瘍 は膀胱後背側の後腹膜腔に存在 し,腫 瘍 と周囲組織
とは比較的容易 に剥離可能であったが,仙 骨前面 の剥
離は盲 目的 な操作 となった.ま た,右 内腸骨動脈 は腫
瘍 と強 く癒 着 していたため,結 紮 した.膀 胱 や尿管 と
の癒着 はな く,明 らかな神経 との連続性 は確認で きな
か った.
摘 除標本:摘 除標 本の重量 は180g,直径8×7cm
の球形 の腫瘍 で,表 面 は平滑,割 面 は黄 白色調 を呈 し
ていた.
病理 学組織検 査:HE染 色 で は紡 錘形細 胞 が錯走
し,Antoni-A,Bの部分 も認め た.ま た,泡 沫細胞
が多数見 られ,一 部 に嚢胞形成 も認めた.強 拡像 では
一部の紡錘形細胞の核 には軽度異型や,ク ロマチ ンの
濃染 を認め,大 型核 も認 めた(Fig.5).S-100染色で
は紡錘形細胞の細胞 質が強 く染色 された.以 上の所見
よ り,ancientschwannomaと診断 した.術 後8カ 月























schwannomaの亜 型 と して 報告 したの が最 初 で あ
る3)こ の疾患 はdegeneratedschwannoma(neuri-
lemoma)ともいわれ,schwannomaの長期経過 によ
る二次的 な変化が原 因 といわれている4'6)病理学的
には,核 の異型,ク ロマチ ン濃染がみ られ,泡 沫細胞
や炎症細胞 の浸潤,石 灰化,嚢 胞形成,硝 子化 な どが
見 られ るのが特徴 である4'6)本症 例 はこれ らの病理
学的特徴 をほぼすべ て有 していた.核 の異型 を伴 うこ
とか ら,schwannomaのmalignanttransformation
や,他 の間葉系悪性腫瘍 との鑑別が重要であ るが,臨
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床的 には通常 のschwannomaと同様 に予後 良好 とさ
れて いる4'7)悪性 化例 は稀 で,わ れわれの検索 し得
たか ぎりでは耳鼻科領域で2例,外 科領域で1例 報告
を認めるのみであった8"10)また,耳 鼻科,皮 膚科,
整形外科領域で多 く報告 されているが8・且9・21),後腹膜
発生例 は稀で,わ れわれの検 索 し得 たか ぎ りでは本症
例 も含 め,11例の報告がみ られるのみであ った11"'20)
後腹膜発生ancientschwannomaの男女比 は,8対
2(不 明1例)で 男 性 に 多 く,平 均 年 齢 は64,6歳
(46--88)であ った。 通常 の後腹膜発 生schwannoma
の報告では,性 差はな く,好 発年齢が40代後半か ら50
代前半で あるのに比べ1・2),男性 に多 く,や や発症年
齢が高い傾 向を認めた.腫 瘍発生部位で は腹 部後腹膜
腔が6例 と最 も多 く11'20),腎16),膀胱発生 例12)もみ
られた.ま た,術 前 に針生検 で診 断可能であ った との
報告 もみ られ たが19),核の異型 を伴 う ことか ら,肉
腫 などの悪性腫瘍 と診断 され る危 険性 もあ るため,注
意が必要 である11)
画像所見で は,記 載 のあった9例 中,5例 に石灰化
像 が認め られてい る.超 音 波,MRI,CT検 査 で は
schwannomaの所 見 と大 差 は なか ったが1・2・20),嚢
胞,石 灰化 の頻度が高いことか ら比較 的内部構造 が不
均一 とな ってい る場合 が多 いようであ った1卜20)血
管造 影で は,記 載の あった4例 で は,hypervascular
とhypovascularとが半々であったが,他 科領域 の報
告例 で はhypervascularの症例 が多 い との記 載が み
られ た7)本 症例 の画像所 見で は内部構 造 が不均 一
で,血 流が豊富 であ ることが諸家の報告 と一致 してい
た.以 上の ような画像上の特徴がみ られたが,画 像診
難懸懸
警饗
メ 斐灘 瓢 藩 ≒育・,凝怠4誓











断 でancientschwannomaと 確 診 す る こ と は 現 時 点
で は 困 難 で あ る の が 実 状 で,さ ら な る 症 例 の 蓄 積 が 必
要 と 思 わ れ た.
結 語
検 診 に て 偶 然 発 見 さ れ た 骨 盤 内 後 腹 膜 発 生ancient
schwannomaの1例 を 報 告 し た.
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